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創作の実態を踏まえた意匠の適切な開示要件の在り方（案） 

 

 

１．見直しの背景 
 

我が国の現行法令が規定する願書及び図面等の記載要件は、原則として意匠に係る

物品全体の開示を求めている。これは、登録意匠の範囲を客観的かつ明確に特定する

ことを可能とするものである一方、意匠の創作の内容を具体的に特定できる場合であ

っても、創作した部分以外を含む物品全体が開示されていないときは、方式指令や拒

絶理由の対象となるケースを生じさせている。 

この傾向は、我が国制度に不慣れなユーザーや、我が国を指定した国際意匠登録出

願において顕著であり、特に後者に対し我が国が発出した拒絶通報においては、意匠

の開示が不足し、意匠が具体的でないとするものが最も多くなっている。一方、当該

拒絶通報を発した出願が他の指定国では問題なく登録されるケースがあるとの指摘

もあり、国際協調の面からも、意匠の開示に関する図面等の記載要件の見直しが喫緊

の課題となっている。 

経済産業省・特許庁が２０１７年７月から本年５月まで開催した「産業競争力とデ

ザインを考える研究会」報告書別紙においては、図面等の記載要件について、「国際意

匠登録制度や外国の意匠制度との調和を意識しつつ、図面要件の緩和について、部分

意匠の取扱いも含めて検討を進めるべきではないか」との提言がなされている。 

加えて、本年８月６日に開催された、第６回産業構造審議会知的財産分科会意匠制

度小委員会においても、「現行制度においては出願に係る意匠について、原則物品全

体の形態を開示しなければならず、ユーザーからは図面の記載要件の緩和を望む声が

寄せられている。図面の記載要件の緩和に向け、意匠審査基準ワーキンググループに

おいて省令等の見直しの検討を進めるべきではないか。」としている。 

そこで、意匠権の明確さを維持しつつ、創作の実態に則した意匠の開示の在り方に

ついて、要件の見直しと対応の方向性について検討を行う。 

 

２．現行制度における状況 
 

意匠登録出願には、所定の事項を記載した願書と意匠を記載した図面の提出が必要

（意匠法６条）である。意匠権は業として登録意匠及びこれに類似する意匠の実施を

する権利であり（意匠法第２３条）、登録意匠の範囲は、願書の記載1及び願書に添付

した図面に記載され又は願書に添付した写真、ひな形若しくは見本（以下、「図面等」

という）により現わされた意匠に基いて定められる（意匠法第２４条第１項）。 

したがって、これらは意匠権の客体を定める直接資料となることから、意匠登録出

                                            
1 意匠に係る物品、意匠に係る物品の説明及び意匠の説明の欄の記載並びに部分意匠の欄の有無（工業所有権法

（産業財産権法）逐条解説〔第 20 版〕1209 ページ） 
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願人は、願書及び図面等自体により、意匠登録を受けようとする意匠を完結的に明確

に特定しなければならない2。 

現行の意匠法施行規則においては、立体的な意匠について意匠登録を受けようとす

る場合、図面は原則として正投影図法による六面図3（以下、「六面図」という）で表

すこととされている（意匠法施行規則第３条、様式第６備考８）。 

 

立体物の各面を正投影図として描いた例 

   

この六面図が不足する場合は、原則方式指令（意匠法第６８条第２項で準用する特

許法第１７条第３項）の対象となる。また、部分意匠の意匠登録出願にあたっては、

願書に「部分意匠」の欄を設け（意匠法施行規則様式第２備考８）4、図面等において

は、原則、意匠に係る物品全体を表した上で5意匠登録を受けようとする部分とその他

の部分とを描き分けるとともに、意匠登録を受けようとする部分を特定する方法を、

                                            
2 過去の裁判例においては、一部誤記があっても意匠が完結的に特定される可能性を示唆している。大阪地判昭

46.12.22 意匠権侵害禁止請求事件（昭和 44 年（ワ）3847 号）において、図の間で矛盾する点を有する登録意

匠に関し、「符合しない箇所が意匠の本質的な点であり、そのため意匠の不特定を来し、創作者の意図した立

体的意匠を客観的に想定するに由なき場合は格別、上記符合しない箇所を当業者の常識をもつて合理的に善解

しうる余地があるか、上記不一致の箇所の何れが正しいかを未決定のまま保留しても、それが全体の意匠の把

握に大した影響を及ぼさない程度の微細な点である場合には、可能な限り上記図面の記載を統一的、綜合的に

判断して創作者の意図した意匠の具体的構成の究明につとめるのが条理上自然な解釈態度である」とした。ま

た、東京高判昭 62.5.28 審決取消請求事件（昭和 56 年（行ケ）279 号）では、「出願に係る意匠は願書に添付

される意匠を記載した図面（あるいは図面に代わる写真、ひな形又は見本）それ自体によつて完結的に明確に

特定されなければならないのであつて、前認定によれば、本件登録意匠においては意匠の説明と図面が一致し

ないばかりか、図面相互も一致しておらず、しかも、その違いは明らかな誤記と認められるようなものではな

いから、出願に係る意匠が図面それ自体に完結的に特定されているとはいえず・・・」としている。 

3 一組の正面図、背面図、平面図、底面図、右側面図及び左側面図 

4 国際意匠登録出願の場合を除く 
5 意匠審査基準 21.1.2「意匠が具体的なものであること」（１）⑩（ⅲ）ホ においては、物品の部分について意
匠登録を受けようとする場合であって、意匠登録を受けようとする部分以外の部分のみが表れる図のうち、以
下のａからｃのいずれかに該当する図が省略されている場合であっても、意匠が具体的なものとして扱うとし
ている。ただし、図の省略が認められるのは、当該省略を行った旨が願書の「意匠の説明」の欄に記載されて
いる場合に限られている。 

ａ 正面図又は背面図のいずれか一方 
ｂ 左側面図又は右側面図のいずれか一方 
ｃ 平面図又は底面図のいずれか一方 
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願書の「意匠の説明」の欄に記載する必要がある（同様式第６備考１１）。 

こうした現行制度における願書及び図面等の記載要件は、画一的なものである一方

で、登録意匠の範囲の特定を客観的かつ確実なものとしている。 

 

 

３．諸外国（官庁）の意匠制度における願書及び図面等に関する基本的考え方 

 

（１）ジュネーブ改正協定 
 

世界知的所有権機関（World Intellectual Property Office: WIPO）が管理し、我が

国も加入しているジュネーブ改正協定では、複製物は、意匠の詳細の全てを明確に識

別でき、かつ、公表できる品質（ハーグ協定の 1999 年改正協定及び 1960 年改正協

定に基づく共通規則 第９規則(２)(a))、の１図以上の提出が要件であり、２図以上の

提出は任意となっている（ジュネーブ改正協定第５条）。この例外として「ハーグ協定

の 1999 年改正協定及び 1960 年改正協定に基づく共通規則（以下、ジュネーブ改正

協定共通規則）」第９規則（３）に基づく宣言をした国・地域6を指定する場合に限り、

当該指定国・地域の指定した図を提出しなければならないものとされている。 

 

（２）米国特許商標庁(United States Patent and Trademark Office: USPTO) 
 

米国特許規則 1.152 は、意匠特許の出願には、「意匠の外観の完全な開示を構成する

のに十分な数の図を含まなければならない。」と規定している。審査基準では、図面又

は写真（以下、図面等）はクレームの視覚的開示の全体を示すもので、明確で完全で

なければならず、特許される意匠に関し推測の余地のないものでなければならないと

している（MPEP1503）。なお、願書の Description の欄に、クレームする意匠の図

面等に示していない外観に関する説明を記載できる（MPEP1503.01 II(A)(1)）。 

また、米国の意匠特許制度において、保護対象とされるのは工業製品（又はその部

品）に具現化又は適用されるデザインであって、製品自体ではないとされている

（MPEP1502）。このため、開示しなければならないのは製品全体の形状ではなく、

製品に具現化又は適用させるための創作である。よって、願書の記載と図面等から明

確なクレームを導き出せる際は、図が１図のみの場合（参考１）や、意匠特許を具現

化する製品全体が示されていない場合（参考２）でも、上記要件を満たすものとして

特許され得る。 

 

                                            
6 ２．に記載したとおり、2018 年 6 月 1 日現在、この宣言をしているのは日本及び韓国のみである 
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（参考１）１図での登録例 

 

 

 

 

 

 

 

 

米国意匠特許第 D515,790 号（Shoe Sole Bottom） 

 

 
（参考２）製品全体の形状が示されていない登録例 

 

米国意匠特許第 D575,215 号（Front End of an Automobile） 

 

（３）欧州連合知的財産庁（European Union Intellectual Property Office: EUIPO） 

欧州共同体登録意匠制度において、共同体意匠の出願においては、願書の必須記載

事項の一つとして、「複製に適した意匠の表示」を挙げている（欧州共同体意匠規則第

36 条(1)(c)）。また、７を超える図を含めることはできず、７を超える数の図が提示さ

れた場合は、登録及び公告の上で余分な図を無視することができるとされている（欧

州共同体意匠委員会規則第 4 条(2)）。 

欧州共同体登録意匠出願ガイドライン５では、保護範囲が明確かつ正確に確定でき

るよう、図面が自己充足していなければならないとしている。 

意匠を表現するための図面として、「aspect views」（「斜視図、正面図、平面図、右

側面図、左側面図、背面図、底面図」）の提出を推奨しているが、これはあくまで「推

奨」されるものに過ぎず、複製に適した意匠の表示があれば１図でも十分としている。 

図の省略の記載については、任意記載事項とされている（欧州共同体意匠規則第 36

条(3)(a)）。 

注：この意匠特許は靴底の

溝部分を Disclaim した部

分意匠出願 
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（４）意匠法及び実務に関する条約案 

現在、WIPO の商標、意匠及び地理的表示に関する常設委員会（Standing 

Committee on the Law of Trademarks, Industrial Designs and Geographical 

Indications: SCT）においては、意匠法及び実務に関する条約草案及び規則草案

（Industrial Design Law and Practice –Draft Articles / Regulations）が検討されて

いる。当該草案の策定にあたっては、意匠制度における出願人の願書作成負担を減ら

すために、出願時に官庁から求める要件を極力緩和しつつ、各国間の手続の調和を目

指した議論がおこなわれてきている。同案においては、図面について、意匠を完全に

開示する１又は２以上の図を、出願人の任意（第３規則３(a)）で提出することを原則

とし、その例外として官庁が追加的な図を要求することを認めている（第３規則３(b)）。 

この検討の経緯において、図面により意匠の外観を完全に開示する必要性について

異論は出ていない7。 

 

４．デザインを取り巻く環境の変化 
 

平成１０年の意匠法改正以前、意匠法は物品全体に係る意匠のみを保護対象として

いた。このような状況の下においては、意匠に係る物品全体について、その創作を完

結的に明確に特定しなければならないのは当然であり、その手法として正投影図法に

よる六面図の提出を原則としていたことは合理的であったといえる。 

しかしながら、意匠の創作は、物品全体についてのみなされるのではなく、物品の

部分についてなされることも多い。この実情に則して、平成１０年に部分意匠制度が

導入された。当該制度導入当初は、部分意匠の意匠登録出願が意匠登録出願全体に占

める割合は２割弱であったが、その後割合を増し、平成２８年（２０１６年）には全

体の４割を超すに至っている（参考３）。 

 
 
 
 

  

                                            
7 意匠法及び実務に関する規則草案（SCT/35/3）の注釈 Note R3.03  It is generally agreed that the 

industrial design should be represented in such a way as to completely disclose its appearance. While 

several views of the design may be needed to fully disclose certain designs, it cannot be excluded that even a 

three-dimensional design could be fully disclosed by means of a single view, such as, for example, a 

perspective view. 

仮訳：外観を完全に開示するために意匠はこのような方法で説明されるべきだという見解は、一般に一致してい

る。意匠を十全に開示するために複数の表示が必要な場合があるが、3 次元の意匠は透視図などの 1 つの表示で

十全に開示できる場合がある。 
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（参考３）部分意匠出願件数及び意匠出願全体に占める割合（年） 

特許庁調べ 

 

５．現行制度において生じている問題 
 

我が国における現行の図面の記載要件は、全ての製図の分野で機械的な対象物を投

影する方法として幅広く利用される図法8として JIS(日本工業規格)においても採用

される正投影図法を基礎とするものであり、これにより物品全体の形態を明らかにす

ることを要件としている。こうした我が国の図面等の記載要件は、登録意匠の範囲の

客観的かつ明確な特定に資するものとなっている。 

正投影図法は、比較的平易な描画手法によって物品全体の形態を精緻に特定するこ

とができるものであるが、我が国においては、出願人が創作を行わなかった部位につ

いても、原則全て開示を行うことを要し、図の省略を行った場合は、その旨を願書の

意匠の説明の欄に記載しなければならない9。 

他方、多くの諸外国（官庁）において、意匠の開示に関する要件は、上記のとおり、

創作の特定に必要なもののみであることが一般的となっている。よって、物品の一部

についてのみ創作を行った場合、創作の内容の特定に必要の無い他の部分については

必須の開示事項ではない。 

このように、我が国と諸外国との間で、意匠の開示要件に係る基本的な考え方が異

なることから、諸外国から我が国を指定した国際意匠登録出願について発した拒絶理

由通報については、意匠の開示が不十分とするものが最も多くなっている（参考５）。

                                            
8 JIS 8315-2(製図−投影法−第２部：正投影法)「まえがき」より抜粋 

9 意匠審査基準 21.1.2「意匠が具体的なものであること」（１）⑩（ⅲ）ハ により底面図を省略する場合は、図

の省略を行った旨の説明は不要。 
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また、これら拒絶理由通報を発した出願が、他の指定国では問題なく登録されている

との指摘もある。 

したがって、我が国において、意匠の開示が不足するとして、方式指令や拒絶理由

の対象としている諸外国の出願人等による出願の多くは、本来、出願人にとって、自

身の創作の内容を明確に示した図が表されたものであると考えられる。換言すると、

我が国において意匠の開示が不足するとしている点は、出願人が意匠の創作を特定す

る上で不要と考えたものであるともいい得る。 

こうした点を考慮すると、我が国における現行の意匠の開示要件は、諸外国のユー

ザーや新規のユーザーをはじめとする意匠制度を活用しようとする者にとっては、手

続上の負担の一つとであるともいわざるを得ない10。よって、意匠の明確性を確保し

つつ、より簡便な手続により、意匠権の取得を可能とするためにも、創作の実態を踏

まえた意匠の適切な開示要件の在り方について検討を行うことが課題となっている。 

 

 

 （参考４）2017年における USPTO、JPO、KIPOの拒絶の理由の割合 

WIPO H/LD/WG/7/4 ANNEX 資料より 

 

                                            
10 「意匠の国際登録に関するハーグ協定のジュネーブ改正協定（以下、「ジュネーブ改正協定」）についてみて

も、５４の加盟国・地域（２０１８年８月現在）のうち、図面提出に要件を課しているのは我が国と韓国の

みである。 

・我が国の複製物に関する宣言事項は、意匠を構成する物品が３次元（立体）である場合には、正投影図法

により作成した正面図、背面図、平面図、底面図、左側面図及び右側面図が必要であるとするもの。 

・韓国が複製物に関して求める宣言事項は以下の各点のみ。 

(i)一組の物品のデザインの場合、組み合わされた全体図及び構成物品ごとの関連する図 

(ii)タイプフェイスのデザインの場合、文字の図示、文章による例示、代表的文字 
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（参考５）２０１７年度の拒絶理由通知内訳 

 
 

通常の出願（全出願人） 
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９条１項
2%

５条
1%

３条の２
0%

８条
0%

■3 条本文：意匠の定義への該当性・意匠が具体的であること・工業上の利用可能性等 
■9 条２項：先願（同日出願）、■７条：一意匠一出願・物品の区分、■３条１項：新規性 
■１０条：関連意匠、■３条２項：創作非容易性、■９条１項：先願（異日出願） 
■８条：組物の意匠、■５条：不登録事由、■１７条：その他 
 

特許庁調べ 

７条
21%

３条１項
20%

３条本文
19%

１７条
12%

９条２項
11%

３条２項
10%

１０条
4%

９条１項
2%

５条
1%

３条の２
0%

８条
0%

通常の出願（出願数 10件以下の出願人※） 国際意匠登録出願 

※共同出願を含む出願件数が 1997～2017年度で計 10件以下の出願人 
（2017年度に拒絶理由通知を発送した筆頭出願人が対象） 
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６．意匠の開示の在り方についての検討【検討事項】 

 

我が国意匠法の目的が意匠の創作の奨励であることに照らし、また、以上の各点を

踏まえると、今後、我が国において意匠の創作を保護するために必須とすべき意匠の

開示要件は、その創作を特定する上で必要なもののみとすべきではないか。 

意匠の創作が物品の一部である場合には、当該部分の用途と機能、及び一の具体的

形態が特定でき、かつ、物品全体における、位置・大きさ・範囲の特定にも支障が無

い場合は、その創作の内容が具体的に特定できることから、その他は任意の記載事項

としても問題が生じないのではないか。 

そこで、意匠の創作の実態に則した意匠の開示要件の在り方を検討するにあたり、

現行の実務運用上の課題となる、以下の各点について検討を行ってはどうか。 

 

【図面等の記載に関する論点】 

（１） 底面や背面等、出願人が創作範囲外と考える部位の開示がなされていない

場合の考え方（意匠法施行規則様式第６備考８） 

（２） 意匠登録を受けようとする部分以外の部分の開示がなされていない場合

の考え方（意匠法施行規則様式第６備考１１） 

（３） 六面図等に意匠を構成する物品以外の物品を表した場合の考え方（意匠法

施行規則様式第６備考７） 

（４） 中間省略を行う際の図示方法（意匠法施行規則様式第６備考１３） 
 

【願書の記載に関する論点】 

（５） 部分意匠に関する検討事項 

①「部分意匠」の欄の不足（意匠法施行規則様式第２備考８） 

②  部分意匠に関する意匠法第９条（先願）の規定の判断 

（６） 図面上中間省略を行った場合の願書の記載事項（意匠法施行規則様式第

６備考１３） 

 

上記の多くのケースでは、創作の内容が不明確となる場合がある一方、その意匠の

属する分野における通常の知識に基づいて願書の記載及び図面等を総合的に判断す

れば、創作の内容を十分特定することができる場合も少なくない。また、そのような

場合には他の意匠との対比においても、開示がなされなかった点が意匠の類否判断に

影響を及ぼすこともない。こうした後者のケースについては、出願人のみならず、第

三者にとっても、意匠の創作の内容が、十分に開示されていると考えられるものであ

る。一方、現行の我が国における意匠の開示のための要件は、ユーザーが創作上重視

しておらず、かつ諸外国では手続上必須ではない部位についての図の提出をも求める

ものであり、図の作成コストをはじめとする手続上の負担を重く生じさせるものとな

っている。 
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 そこで、上記各点について以下、検討を行う。 

 
 

（１）図面等の記載に関する事項 
 

①出願人が創作範囲外と考える面等の開示がなされていない場合（背面、底面、裏

面、蓋を開けた状態の内部等） 
 

現行制度においては、次の参考６に示すように、六面図が不足する意匠登録出願

については、方式的な要件を満たさないものとして方式指令の対象となる。また、

実体的にみても、背面が開示されておらず一の具体的な意匠を特定することができ

ないことから、意匠法第３条本文にいう工業上利用できる意匠に該当せず、拒絶の

理由を有するものである。 

 

（参考６）背面が開示されていない意匠登録出願の仮想事例 

 

 一方、上記参考６に示した額縁の意匠について、出願人が創作し、権利化を図ろう

としたのは背面部以外の部分であると考えると、当該意匠登録出願の例は、出願人の

行った意匠の創作の具体的な内容が、願書及び図面等によって完結的に特定されてい

るともいい得る。 

意匠登録出願の願書及び図面等に求められるのは、意匠権の権利の客体である、意

匠の創作の具体的な内容を特定することである。よって、願書及び図面等において意

匠の創作の内容の特定に必ずしも必要のない図や願書上の記載については、意匠登録

出願における要件としなくとも不都合な点や混乱が生じることはないと考えられる。 

したがって、願書の記載と願書に添付された図面等において開示された範囲を、現

行の部分意匠制度における「意匠登録を受けようとする部分」と捉えることで創作の

  

【正面図】 

【平面図】 

【右側面図】 【左側面図】 

【底面図】 
意匠に係る物品：額縁 

意匠に係る物品の説明：（記載なし） 

意匠の説明：（記載なし） 

【斜視図】 
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内容が特定できる11のであれば、開示されていない範囲は意匠登録を受けようとする

部分以外の部分と捉えることにより、一の具体的な意匠が特定可能であり、工業上利

用することができる意匠に該当すると捉えることができるのではないか。 

例えば上記参考６の事例については、具体的な創作が行われていない背面部以外の

部分については、具体的な形態が特定できるものであり、かつ、当該部分の用途と機

能、及び物品全体における位置・大きさ・範囲についても特定ができるものであるこ

とから、方式指令や拒絶理由の対象とせず、審査運用上、開示された部分について意

匠登録を受けようとするもの、すなわち、以下に示す参考７の事例と同様に扱うこと

としてはどうか。 

 

（参考７）背面部以外について意匠登録を受けようとする部分とした意匠登録出願の仮想事例 

 

  

  

                                            
11 なお、過去の裁判例（東京高裁平成 12 年 9 月 27 日意匠権行政訴訟（平成 11(行ケ)第 00391 号））において

は、斜視図１枚からなる引用意匠に基づく拒絶理由について「一般に、引用意匠の構成を示す資料が限られてい

ても、これにより認定することのできる範囲においてその構成を認定することに問題はない。」としており、他

の裁判例でも同様の判断をしている。 

意匠に係る物品：額縁 

意匠に係る物品の説明：（記載なし） 

意匠の説明：実線で描かれた部分が意

匠登録を受けようとする部分である。 

【斜視図】 

【平面図】 

【正面図】 【右側面図】 【左側面図】 

【底面図】 

【背面図】 
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また、以下の参考８の事例についても、参考９の事例と同様に扱うこととしてはどう

か。 

 

（参考８）蓋を開けた状態の形態が開示されていない意匠登録出願の仮想事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考９）容器外部について意匠登録を受けようとする部分とした意匠登録出願の仮想事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意匠に係る物品：小物入れ 

意匠に係る物品の説明：（記載なし） 

意匠の説明：（記載なし） 

意匠に係る物品：小物入れ 

意匠に係る物品の説明：（記載なし） 

意匠の説明：実線で表した部分（容器外部）が意匠登録を受けようとする部分である。 
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一方、以下の事例については、一の具体的な形態が特定できないことから、意匠が

具体的でないものとして扱ってはどうか。 

 

（参考１０）一の具体的な形態が特定できない意匠登録出願の仮想事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他方、他の対応案として、出願に係る意匠の形態について開示がなされていない部

分がある場合、当該部分には意匠上の特徴が無いものと推測して意匠全体の形態を認

定するとの案も考えられる。 

しかしながら、この対応案では、当該意匠が登録となった場合、開示がなされてい

ない部分を非請求部分とする部分意匠の意匠権との違いが不明である点や、開示がな

されていない部分が、通常意匠上の特徴が表れない部分である場合以外は省略が認め

られず開示が必要となる等との問題がある。さらに、登録後は、意匠登録の対象であ

るにも関わらず開示がなされていない部位を有する意匠権となることから、登録意匠

の範囲が不明確となり、意匠権の権利行使時における他の意匠との対比も困難となる

のではないかとの懸念がある。 

 よって、前者の対応案のとおり、願書の記載と願書に添付された図面等において開

示された範囲を、現行の部分意匠制度における「意匠登録を受けようとする部分」と

捉え、開示されていない範囲は意匠登録を受けようとする部分以外の部分と捉えるこ

とにより、一の具体的な意匠が特定可能である場合には、当該出願に係る意匠を部分

意匠として取扱い、工業上利用することができる意匠に該当すると判断する運用とす

べきではないか。（なお、この場合に検討すべき事項となる、部分意匠に関する願書の

記載要件、及び意匠法第９条の判断における考え方については、６．（１）の項におい

て検討を行う。） 

 

意匠に係る物品：花瓶 

意匠に係る物品の説明：（記載なし） 

意匠の説明：背面図は正面図と同一、左側面図は

右側面図と同一のため省略する。 
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②意匠登録を受けようとする部分以外の部分の開示がなされていない場合 

 ３．に示したように、部分意匠の意匠登録出願件数は年々増加している。この出願

の背景には、新たに製品全体の形状を創作したのではなく、既存の製品の一部を改良

した場合が想定される。我が国の現行意匠制度においては、このような物品の部分の

創作について権利化を望む場合も、出願の手続上の要請に基づき、原則、全体意匠の

意匠登録出願の場合と同様に、部分意匠として意匠登録を受けようとする自ら創作し

た部分以外も含む、物品全体について図示しなければならない。これら意匠登録を受

けようとする部分以外の部分の開示要件は、部分意匠の物品全体の形態における位

置・大きさ・範囲を認定するために必要となる情報である。 

一方、意匠登録を受けようとする部分以外の部分の図示が不足する場合であっても

意匠登録を受けようとする部分の物品全体の形態における位置、大きさ、範囲につい

て、その意匠の属する分野における通常の知識に基づいて総合的に判断した場に、合

理的に導き出すことができる場合も存在する。そうしたケースについては、出願人の

行った意匠の創作というアイデアについて、願書及び願書に添付された図面によって

完結的に明確に特定されているといえることから、意匠に係る物品全体が描かれてい

なくても意匠審査上意匠が具体的なものと取り扱っても問題が生じないのではない

か。 

 

（参考１１）意匠登録を受けようとする部分以外の部分が完全に示されていない登録例 

 

 

 

 

 

 

 

米国意匠特許第 D537,898 号（Portion of a Golf Club Head） 

 

本参考例の他、上記参考１及び２に示した例については、物品全体の形態を示さずと

も、物品の性質に照らし、意匠登録を受けようとする部分の物品全体の形態における位

置、大きさ、範囲を特定することができる。 

 

 

ただし、以下の事例のように、意匠登録を受けようとする部分の物品全体の形態に

おける位置・大きさ・範囲を、合理的に導き出すことができない場合には、意匠が具

体的でないものとして取り扱ってはどうか。 
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（参考１２）意匠登録を受けようとする部分の物品全体の形態における 

位置・大きさ・範囲が不明である場合の仮想事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③六面図等に意匠を構成する物品以外の物品を表した場合 

立体的な特徴をもつ衣服等を写真で出願する際、衣服それ自体ではその立体形状を

保つことができず、人やマネキン等に着用させなければその形態的特徴を表すことが

できない場合がある。また、他の製品に組み込まれる部品については、他の製品にど

のように組み込まれるかを示さなければ、当該部品の用途、機能及びその形態的特徴

が不明確となる場合も存在する。 

我が国においては、意匠の理解を助けるために必要があるときに、使用の状態を示

した図その他の参考図を加えることを認めている（意匠法施行規則様式第６備考１

４）。一方、当該参考図を除いては、図形の中に意匠を構成しない線等を描いてはなら

ないとしている（意匠法施行規則様式第６備考７）。このため、参考図以外の六面図等

においては、意匠を構成する物品以外の物品を描くことは認められていない。 

 

（参考１３）諸外国における意匠を構成する物品以外のものを含んだ登録例 

欧州共同体登録意匠第 RCD004867000-0003 号（Costumes, Dresses） 

 

意匠に係る物品：飲料用容器 

意匠に係る物品の説明：（記載なし） 

意匠の説明：実線で表した部分が意匠

登録を受けようとする

部分である。 

【正面図】 
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ジュネーブ改正協定に係る、「ハーグ協定に係る出願のための実施細則」第 402 節

(a)においては、写真及び他の図示的表現には、意匠のみ、又は意匠が使用されること

となる製品を表すものとし、他のいかなる対象物、附属品、人又は動物も除外するこ

ととしている。一方、この例外として、ディスクレーマーについて規定する同 403 節

(b)では、403 節(a)に規定された国際出願内の「出願の対象である意匠の複製物又は特

徴についての簡潔な説明」において、及び/又は、点線若しくは破線又は着色をするこ

とにより、意匠又は意匠が使用されることとなる製品の一部を構成しないものを図面

等に表すことができるとしている。 

米国では、MPEP1503.02Ⅲにおいて、破線の用途のうちの一つとして、デザイン

に関連しクレームに含まれない構成であり、示す必要があると考えられるものについ

て、破線により図面等に描いてもよい、とされている。 

また、現在 WIPO SCT で検討中の意匠法及び実務に関する規則草案において、第

３規則（１）（c）は、意匠図面には意匠単独であらわすことを原則としており12、この

例外として、同規則（２）において、環境や意匠登録を受けようとする部分以外の部

分を示すための点線や波線（第３規則（２）（i））及び凹凸や体積を示すためのシェー

ディング（第３規則（２）（ii））が挙げられている。 

これらを考慮すると、以下の各対応が考えられる。 

 

案１ 願書の記載及び図面の記載を総合的に判断し、意匠登録を受けようとする物品

以外のものであることが明らかなものについては、それらを六面図等に表すことを可

能とする。 

 上記参考１３の例では、説明がなくとも意匠に係る物品の表示から、意匠登

録を受けようとする物品は衣服であることが明確であり、衣服とマネキンの区

別についても疑義が生じる可能性は低く、意匠登録を受けようとする物品以外

が破線で描かれず、明確な説明がなくとも出願人の行った意匠の創作というア

イデアについて、願書及び願書に添付された図面によって完結的に明確に特定

されているといえる。 

 このため、このように、願書の記載及び図面の記載を総合的に判断して、意

匠以外の物品等であることが明らかなものについては、破線で示しておらず、

説明に記載がなくとも、方式要件も工業上の利用可能性も満たしていると捉え

る。 

 

案２ 意匠登録を受けようとする物品以外のものについては、説明がある場合、及び

／又は破線で描いた場合のみ六面図等に表すことを可能とする。 

                                            
12 The industrial design shall be represented alone, to the exclusion of any other 

matter. 
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 参考１３で示した図のような、衣服とマネキンが図面に含まれ、製品の表示

に「衣服」とのみ書かれている場合、意匠権を得ようとするのは衣服のみであ

り、マネキンは意匠権を得ようとする部分に含まれない、との理解がおおよそ

一般的な理解といえる。一方、参考１３の例ほど意匠登録を受けようとする物

品とそれ以外の物品の区別ができない場合もあり得る。このような場合でも、

破線で描いた場合や、説明があれば、疑義をさしはさむ余地なく、出願人の行

った意匠の創作というアイデアについて、願書及び願書に添付された図面によ

って完結的に明確に特定されているといえる。 

よって、図には意匠登録を受けようとする物品のみ示すことを原則としつつ、

説明がある場合、及び／又は破線で描いた場合のみ、意匠登録を受けようとす

る物品以外の物品を図面に含むことを認める。 

  

案３ 意匠登録を受けようとする物品以外のものについては、説明の記載を行い且つ

図面において破線等により描き分けを行った場合のみ、六面図等に表すことを可能と

する。 

 参考１３で示した図のような、衣服とマネキンが図面に含まれ、製品の表示

に「衣服」とのみ書かれている場合、意匠権を得ようとするのは衣服のみであ

り、マネキンは意匠権を得ようとする部分に含まれない、との理解がおおよそ

一般的な理解といえる。しかしながら、図面のみによっては速やかに当該理解

を行うことが難しい場合も想定されることから、図には意匠登録を受けようと

する物品のみ示すことを原則としつつ、説明の記載を行い且つ図面において破

線等による描き分けを行った場合のみ、意匠登録を受けようとする物品以外の

物品を図面に含むことを認める。 

 

 上記の各案を比較した場合、案１では、衣服等のわかりやすい事例の場合について

は問題が生じることが少ない一方、他の物品においては意匠登録を受けようとする物

品とその他の物品との境界がわかりにくい場合も考えられ、登録意匠の内容が不明確

となるおそれがある。 

 また、案３においては、意匠が明確に特定されている場合であっても、形式的な要

件を充足するために、説明の補充や図面の補正を行わなければならない場合が生じ、

ユーザーに不要な手続要件を課すこととなりかねない、 

 他方、案２については、意匠の明確性を保ちつつも、ユーザーの手続負担を最小限

にすることが可能である。また、ジュネーブ改正協定や、米国、さらには現在 WIPO 

SCT で検討中の意匠法及び実務に関する条約／規則草案においても、案２と同様に、

図には意匠登録を受けようとする物品のみ示すことを原則としつつ、説明がある場合、

及び／又は破線で描いた場合のみ、意匠登録を受けようとする物品以外の物品を図面

に含むことを認めている。 
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よって、諸外国との制度調和をも考慮し、案２に示したように、図には意匠登録を

受けようとする物品のみ示すことを原則としつつ、説明がある場合、及び／又は破線

で描いた場合のみ、意匠登録を受けようとする物品以外の物品を図面に含むことを認

めることとしてはどうか。 

 

④中間省略の図示方法等 

 家電製品における電源ケーブルのように、創作上重要ではないが、長いため、全体

を図示しようとすると相対的に意匠全体の図示の縮尺が小さくなり、意匠の特徴が図

面上わかりにくくなることがある。 

 我が国では、このような、物品の一部分の図示を省略しても意匠が明らかに分かる

場合であって、作図上やむを得ない場合に、２本の平行な１点鎖線で切断したように

示し、かつ、その旨およびその省略個所の図面上の寸法を願書の「【意匠の説明】」の

欄に記載することで、その部分の記載を省略してもよいこととしている（意匠法施行

規則様式第６備考 13）。 

 しかしながら、諸外国においては、以下参考１５～１６に示すように様々な表現方

法により、物品の中間となる一部の図示を省略することを認めている。 

 

（参考１４）我が国の施行規則に則した記載例 

 

 

 



 

平成 30年 9月 3日 第 12回意匠審査基準ワーキンググループ 

資料４ 

 

19 

（参考１５）米国意匠特許出願ガイドライン 16頁（Article Shown Broken Away）掲載の図 

（Picture Frame Molding） 

 

 

（参考１６）韓国デザイン審査基準第４部第２章第２節 17)に掲載されている図面の記載例 

 

 

 

 参考１５～１６に示した例については、我が国で規定されている２本の一点鎖線に

より切断するように描かれたものとは異なる表現であるが、これらの図法であっても、

切断箇所がどこか、という点に疑義は生じず、出願人の行った意匠の創作というアイ

デアについて、願書及び願書に添付された図面によって完結的に明確に特定する上で

支障も生じない。 

 よって、今後は、２本の一点鎖線により切断するように描かれたものでなくとも、

中間を省略する図法であることが明らかである場合は、方式要件も工業上の利用可能

性も満たしているものとして扱ってはどうか。 

 なお、願書の意匠の説明の欄に記載する、中間省略の寸法に関する運用については、

６．（２）において検討を行う。 
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（２）願書の記載事項等に関する事項 
 

①図面上中間省略を行った場合 

 中間省略について規定する意匠法施行規則様式第６備考１３においては、願書の

「【意匠の説明】」の欄に省略個所の図面上の寸法を記載することとしている。 

 しかしながら、これら中間省略をしようとする箇所は、出願人にとって、創作上重

要な箇所ではない部位であるともいい得る。例えば、ケーブルやホースの両端につい

て創作した場合のように、中間部分は使用する状況に合わせた長さとするなど、そも

そも中間省略した部分を厳密に特定しようとしていないケースが多いものと考えら

れる。 

 よって、図面中に中間省略をした部分を含み、省略部の長さが願書の「【意匠の説

明】」の欄に記載されていない場合は、図面に開示した部分について意匠登録を受け

ようとする部分意匠の意匠登録出願であって、記載を省略した部分を意匠登録を受け

ようとする部分以外の部分と認定することにより、出願人の行った意匠の創作の内容

について、願書及び願書に添付された図面によって完結的に明確に特定されていると

いい得るケースがあるのではないか。 

そこで今後は、中間省略がなされた図面が添付された意匠登録出願について、その

願書の「【意匠の説明の欄】」に、省略部の長さが記載されていない場合は、開示され

た部分について、部分意匠として意匠登録を受けようとするものと判断することによ

り、意匠が具体的なものと認められる場合には、方式要件も工業上の利用可能性に係

る要件も満たしているものとして取扱ってはどうか。 

ただし、以下の参考事例のように、創作された意匠の骨格となる構成（プロポーシ

ョン）が不明確となる場合や、創作された部分の物品全体の形態における位置・大き

さ・範囲が不明となる場合は、意匠が具体的でないものと判断してはどうか。 

 

（参考１７）意匠が具体的なものでない場合の例（仮想事例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 【斜視図】 

意匠に係る物品：護岸ブロック 

意匠に係る物品の説明：（記載なし） 

意匠の説明：（記載なし） 
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②部分意匠に関する検討事項 

平成１０年の法改正で導入された部分意匠制度により、物品の部分について意匠登

録を受けようとする場合は、原則、①図面において意匠登録を受けようとする部分を

特定し（意匠法施行規則様式第６備考１１）、②願書に【部分意匠】の欄を設けると共

に（意匠法施行規則様式第２備考８）、③願書の【意匠の説明】の欄に、意匠登録を受

けようとする部分を特定する方法を記載する（意匠法施行規則様式第６備考１１）、

との３つの要件を満たしていなければならない（国際意匠登録出願の場合を除く）。 

これらは、諸外国の制度に比して厳しい要件となっている。例えば、ジュネーブ改

正協定では、ディスクレーマーについて、願書の Description の欄での説明、及び／

又は図面における点線、破線若しくは加色により示すとしており、願書の説明の記載

のみ、又は図面上の描き分けのみによって、ディスクレーム部を示すことを許容して

いる（実施細則 403 節）。 

 

（ⅰ）部分意匠の欄の不足（意匠法施行規則様式第２備考８） 

部分意匠の欄は、出願又は登録された意匠が物品全体に係る意匠の保護を求めてい

るものか物品の部分に係る意匠の保護を求めているものかを明確にするとともに、先

行意匠調査をする際の調査対象の峻別等において用いることができることから、出願

人にとって一定の便益を生じさせている。 

他方、ジュネーブ改正協定に基づく国際出願においては、部分意匠の欄の記載は願

書の記載事項に含まれておらず、仮に出願人が当該欄を設けたとしても国際事務局に

おいて削除される13。すなわち、部分意匠の欄は、我が国に直接出願する者に対して

のみ課される願書記載事項といえる。 

また、部分意匠の欄がなくとも、意匠登録出願の対象が部分意匠であると認定でき

るものが多々あることを考慮すると、通常の国内出願においても、当該欄を願書に記

載しなければならない必須の事項とする必要性は低い。 

これらの事情及び出願人の便益を考慮すると、以下の各対応が考えられる。 

 

案１ 通常の出願の場合、原則部分意匠の欄の記載を必要とするが、国際意匠登録出

願の場合と同様に、部分意匠の欄の記載が無い場合であっても、審査官が部分

意匠と判断する場合には、その旨の情報を審査官が付与する。 

 

案２ 願書の部分意匠の欄を記載することを一律不要とし、審査官も部分意匠である

旨の情報の付与を行わない。 

                                            
13 部分意匠の欄は、願書記載事項として 1960 年のハーグ改正協定、1999 年のジュネーブ改正協定、共通規則

及び実施細則の何れにも挙げられておらず、また、共通規則第７規則（６）の規定により、国際意匠登録出

願にはこれら協定等に挙げられていない事項が国際意匠登録出願に含まれる場合国際事務局で削除する旨規

定されていることから、国際意匠登録出願に部分意匠の欄が含まれることはない。 
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 上記参考３に示したように、意匠登録出願全体に占める部分意匠の割合は年々増え

ており、近年は４割強を占めるに至っている。このため、先行意匠調査の際に部分意

匠の欄の有無で区別したとしても半分程度の資料を除くことにしかならない。また、

乗用自動車の車内部分や、大型の機械などであって常時は底面を見ることができない

ものにおける底面部等のように、現行運用において、全体意匠として意匠登録出願さ

れているものであっても、厳密には、物品全体の形態が開示されていないものも多数

存在する。これらを考慮すると、あえて全体意匠と部分意匠とを厳格に峻別し、部分

意匠の意匠登録出願について、部分意匠の欄の記載を願書の必須の記載要件として維

持する必要性は乏しいのではないか。 

よって、今後は上記の案２のように、意匠法施行規則様式第２備考８を削除し、願

書に部分意匠の欄を記載することを不要としてはどうか。 

 

（ⅱ）意匠法第９条の判断 

現行運用においては、意匠法第９条に規定する先願の規定の判断は、全体意匠の意

匠登録出願同士又は部分意匠の意匠登録出願同士の場合のみ行い、全体意匠と部分意

匠との間では判断は行わないこととしている（意匠審査基準 61.1.1）14。 

他方、先後願の判断において、全体意匠と部分意匠とを非類似の意匠とする一律の

判断を行うことは、実質的なダブルパテントに近い権利が並立する恐れがあるとの指

摘もある。また、この運用を行うためには、全体意匠と部分意匠とを厳密に峻別する

必要が生じ、結果として、部分意匠の意匠登録出願について、願書及び図面等の記載

要件に、全体意匠の場合における要件に加えて多数の付加的な要件を設けなければな

らず、ユーザーに過度の手続要件を課することとなっている。 

上記の状況に照らし、先願の規定の判断における現行の運用を見直し、全体意匠と

部分意匠との別があったとしても、両者の間でも先願の判断を行い、意匠登録を受け

ようとする箇所を対比した結果、両者が実質的に類似する場合には、類似と判断する

こととしてはどうか（参考１８）。 

 

 

  

                                            
14 意匠審査基準 61.1.1 意匠法第９条第１項又は第２項の規定の適用の対象となる意匠登録出願 

意匠法第９条第１項又は第２項の規定は、全体意匠の意匠登録出願同士又は部分意匠の意匠登録出願同士、

すなわち、意匠登録を受けようとする方法及び対象が同じ意匠登録出願同士においてその適用について判断

する。（後略） 
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（参考１８）全体意匠と部分意匠との判断事例案 

 

左は全体意匠、右は背面図における金具部を破線で表し非請求部分とした部分意匠。現

行運用では、先後願の判断において異なる意匠と判断している。今後はこれを類似する

意匠と判断してはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

以上 

「額 縁」 
意匠の説明：底面図は平面図と、左側面図は
右側面図と同一に表れるため省略する。 

【正面図】 

【平面図】 

【右側面図】 

【背面図】 

類似 

【正面図】 

【背面図】 

【平面図】 
 

【右側面図】 

「額 縁」 
意匠の説明：底面図は平面図と、左側面図は右
側面図と同一に表れるため省略する。実線で表
した部分が部分意匠として意匠登録を受けよ
うとする部分である。 


